


目
、片
／人

序 文
•I 

.＇ 
•I 

日本版への序文

共著者序文

vi 

．． 
Vil 

第 1章 音楽と音響
良い評き とは何か？

空間の響きと浪奏家

指揮者 ．．．

演奏家 ．．．

空間の響き と音楽史

バロック期

古典派期． ．．． ． ． ． 
ロマン派期

20世紀 ．．． 
ヨーロッパのオペラ

空間の勝き と聴衆 ．．． ....... 

第2章 音楽音響学の用語
用語の定義と説明 ．．．．．．

残響時間と音の豊かさ ．．． ．． ．．． ．． ．．．．． ．． ．． ．． 

直接音、初期反射音、残鰐音

初期残密時間 (EDT)
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親密感あるいは臨場感と初期時間遅れ
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エコー
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楽友協会大ホール

「ウィ ーン楽友協会大ホール」の開場は 1870年である。この有名なホールで初めて棒

を振る指揮者は、誰もが胸のときめきを覚えることに疑いはない。ウィ ーンフィルハーモ

ニー、 続々登場した著名な指揮者たち、そしてここで演奏された見事な音楽、これらがこ

のホールをヨーロ ッパにおけるクラシック音楽用ホールの殿堂としたのである。

40ヶ所以上の窓とバルコニー階の 20枚の扉、さらに 32体の丈の高い金色の盟麗な女性

像によって、ホールの側壁は不規則な凹凸面となっている。どちらを見ても金箔と装飾と

彫刻に満ちており、木材は扉とステージを囲うパネルと装飾品に使用されているだけであ

るため、木造部は内装面の 15%以下である。それ以外の壁はブロックの表面にプラスター

塗りであり、天井とバルコニー前壁については木製ラスにプラスター塗りである。

このホールが卓越した音評を持つ要因は、その形状が比較的小規模な直方形（容積 15,000m尺

客席数 1,680)であること、 天井が高く残響時間が長いこと（満席時2.0秒）、不規則な凹

凸面を含む室内デザイン、プラスター製の内装仕上げなどが挙げられる。現在も、こうし

た特徴を持つホールを建設すれば、古典派やロマン派の管弦楽作品に相応 しい俊れたホー

ルとなるであろう。

ほとんどすべての指揮者は「これは確かに世界で最高のホールである。響きは美 しくカ

強い。初めてここで指揮をしたとき、それは決して忘れられない経験となった。音楽がか

くも美しいものとなりうることを今まで知らなかった。」というプルーノ ・ワルターの意見

と同様な見解を表明している。また、ヘルベルト ・フォン ・カラヤンは次のように述べて

いる。「このホールの密・きは完全である。低弦は極めて豊かに翌き、高弦は美しい。唯一の

欠点は、連続した音が互いに溶け合ってしまうことだ。リハーサルと聴衆が入った ときの

音には極めて大きな違いがある。」

楽友協会大ホールは音懇学的にボス トン ・シンフォニーホールと類似している。非常に

鋭敏な聴衆は、このホールの透明感や明瞭度はアムステルダム ・コ ンセル トヘボウに比べ

て優れていることに同意している。また、このホールの音量はボストンよりもかなり大き

い。この特徴が、普段は音量を抑制して演奏しない客演オーケストラにとっては、欠点と

なると感じている人たちもいる。また、ときには弦が金管や打楽器に埋もれてしまうこと

がある。弦と木管の音色は甘美でホール中に均ーに轡く 。
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楽友協会大ホール 173 

0 

座席数 1614(ステージ拡張時），1680(ステージ標準状態）

0 955(ステージ拡張時）. 1021 (ステージ標準状態）
① 539 
① 120 
＋立見席

3
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建築と構造の詳細

用途： オーケストラ、ソロ。

天井： スプルース材下地にプラスター塗り。

側壁および後壁： レンガ壁にプラスター塗り、ただしステージ周りと扉は木製。バルコニー

前壁は木製下地にプラスター塗り。

床： 木造。

カーペッ ト： なし。

ステージ床： 木造ステージの上に木造の雛壇。

ステージ高さ ：客席床から Im。

付加吸音材： 両側特別席の手摺壁前面にタペストリ ー (18.6n廿）。

椅子 ：メインフ ロアとサイドバルコニーは木製。ただし、座表は 10cm厚のクッションを

通気性のある布でくるんである。正面バルコニーの椅子は合板製。

建築設計： Theophil Ritter von Hansen. 写真： ウィ ーン楽友協会事務局の厚意による

V = 15, 000m3 S。=690m2 ふ =955m2 

S。=I 63m2 ST= l, 118m2 N = l, 680 

H = 17.4m W = 19.8m L = 35.7m 

D = 40.2m V/ST = 13.4m VISA= 15.7m 

V/N = 8.93m3 ふ /N= 0.57rn2 ふ/N=0.41m2

H/W = 0.88 L/W = 1.8 ITDG = l2msec 

注 ：上記以外のデータは付録 l参照
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国立歌劇場

国立歌劇場のメインホールは近代的なデザインである。この建物は第二次大戦中に爆撃

を受け、 1955年に再建された。バロック装飾や金箔張りの彫像を除けば、その建築様式は

1869年の原型と同ーである。ボックス席は 3層で、中央のボックス席が貴賓席となってお

り、その上には 2層の桟敷席がある。内装は赤いビロードと ダマスク織物に悶われており、

装飾は主として白が使われ、そ こに金があしらわれている。天井にはリング状の巨大なク

リスタル製シャンデリアがある。

国立歌劇場を知る指揮者たちは、この劇場の音は素睛らしいという点で一致した意見を

持っている。1960年、ブルーノ・ワルターは次のように述べている。「ウィ ーン国立歌劇

場はすべてのオペラハウスの中で最も生き生き とした曹きを持っている。ニューヨークの

メトロ ポリタン歌劇場よりはるかに素晴らしく、スカラ座よりも良い。オーケストラが歌

手を圧倒する こと はない。」

この劇場の座席数は 1,709で、メト ロボリタン歌劇場の 3,816席やサンフランシス コの

オペラハウスの 3252席に比べればかなり 小規模である。あるシーズン、筆者は 4夜連続

の公洟に出席したが、その際、どこでも好きな席に座って良いという光栄に浴した。また、

最終日の夜の公演では、全幕の公演をオーケス トラピッ トで1徳いた。米国のオペラハウス

に比べ、このオペラハウスの音量は大きいが、その主な理由は容栢が小さいからである。

メインフ ロアでは、その響きはさらに親密で、素晴らしく透明で輝かしい。横幅がわずか

19.5mであるため、初期の側方反射音は強く、初期時間遅れも短い。これが優れた孵きの

主な理由である。

客席部の空間自体はそれほど残響が長くなく、私が聴いた公演での生き生き とした響き

は主に容積が大きく、残態の長い舞台空間から到来していた。キャンバス地で作られた「パ

ノラマ背景幕」は分厚く 、十分な塗装が施されているため高音を吸収しない。

金管楽器（上手）と打楽器（下手）の背後、つまりビッ トの両端にはピットに出入りす

るため小さな前室があるが、その扉は赤いビロー ドで仕上げてある。なお、コ ントラバス

はその音醤を上昇させるため、舞台側のビッ トの堅い壁に沿って配置される。

筆者は国立歌劇場の音響は「優秀」 と判定しており、メ インフロ アの音に関してはスカ

ラ座に比べて国立歌劇場がはるかに良い と評価している。一方、ボックス席については両

者は共に「優秀」である。また、残轡の短いスカラ座に比べて、国立歌劇場で用いられる
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座席数 1709

0 488+2車椅子
① 148 
① 220 
① 166 
① 309 
① 342 
① 567立見席（各階の合計）

① 

①

①

①

①
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舞台セッ トの中の長い響きが、いっそう味わい深いものとすることに貢献している。

建築と構造の詳細

用途： オペラ。

天井 ：プラスター。

壁 ：最上階の桟敷席の壁は、立ち見客による損傷を防ぐため透明ガラスをダマスク織物で

摂っている。バルコニーの前壁は木造。桟敷席の下のバルコニーの壁は空気層 (0.64cm)

を介して合板の上にダマスク織物張り。ボックス席の壁は、木枠にビン と張ったダマスク

織物。メインフ ロアの壁は木造 (t=1.3cm)。

客席床 ：桟敷席とバルコニーではコンクリ ート面の上に PVCリノリウム。メインフ ロアは

木造床で通路はカーペッ ト敷き、メインフロ アの立見席は木造床。

ピット： 床は厚板 (t=7.6cm)、壁は木造 (t=l.9cm)、ビットの両端には小さな前室があり、

その扉はビロー ド張り。

ステージの高さ ：客席の第 1列の床より104cm。

椅子 ：ボックス席は布張りの簡素な椅子。メインフ ロアの椅子は堅い木製で、背当たり と

座表は詰め物を して布張り (t=2.5cm)。

建築設計： August Siccard von Siccardsburg and Edu釘dvan der Nuell. ; 改修担当： Erich 

Boltenstern. 音響コンサルタント： 改修， G.Schwaiger. 参考資料： 平面図、詳細図、写真

はウィ ーン国立歌劇場管理部門の厚意による。

■濯'~-~ 「i~置I~
オペラ形式

V == 10, 665m3 

S。(pit)== I 06.8m2 

N == 1, 709 

L == 29.9 

V/ふ ==8.9m 

H/W == 1.03 

S0 = 930m2 

SP= 160m2 

H = 18.9m 

D = 33.8m 

V/N = 6.2m3 

L/W = 1.63 

注：上記以外のデータは付録 l参照

ふ=1, 194m2 

Sr= 1,460m2 

W = 18.3m 

V/Sr = 7.3m 

ふ/N= 0.72m2 

ITDG = 15msec 

た
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京都コンサートホール

京都コンサー トホールは京都市の世界文化自由都市宣言の理念を具体化するとともに、

平安建都 1200年を記念して建設された音楽施設で、 1995年にオープンした。この施設に

はシューボックス型のコンサート ホール（大ホール、 1,839席）と 6角形のアンサンブル

ホールムラタ（小ホール、 514席）がある。

京都コンサー トホールは JR京都駅から地下鉄を利用すれば30分で入り口に立つことが

できる。エントランスホールから螺旋状のスロープをひ とまわりたどると大ホールのホワ
ヘ

イエである。

大ホールはステージ周りに客席を配置したシューボックスホールで、緩やかな傾斜のメ

インフロアの 3方を 2段のバルコニー席が取り囲んでいる。正面やや右にずれて 90ストッ

プのコンサートオルガンが設定されている。基本的にはシューボックスホールであるが、

伝統的なシューボックス空間を越えるデザイン上の意図を感じることができる。

本ホールは京都市交轡楽団のホームグラウンドであり、ステージ床の構造、ステージ雛

壇の配置な どについては京都市交聾楽団 との打ち合わせのほかにも、実際の演奏を通して

の試聴実験などが行われたことを聞いている。

音楽評論家ポール ・ゴールドベルガーはニューヨークタイムズ紙 (1995年 7月2日付

け）に、「このホールは清清しく鋭敏で、日本の寺院のような高貴さを持っている。その雰

囲気は、白いオーク材の床、ホールの下半分の空間に内張りした天然木の格子、上部の壁

の白いプラスター、灰色がかったビエトロセリナ石でできた両側の柱列、そして淡い青灰

色で布張りした椅子などの材料によって特徴づけられている」と記している。すべての一

流ホールと同じく、京都コンサートホールには記念碑の持つ親密な感覚が息づいている。

室内は暖かく心地よく、 音楽を第一の目的とする空間として相応しい雰囲気である。

満席時の中音残磐時間は2.0秒であり、今日、嗜好されるクラシック音楽に適している。筆

者は約50%の着席状態でオルガン演奏を聴いたが、その評きは豊かで暖かいものであった。

このホールは興味深い音孵的特徴を持っている。メインフ ロアにはサイドバルコニーに

よる被りがなく、正面バルコニーの2列の座席列だけが張り出している。ステージ後方の

バルコニーの座席数は 156で、ステージ両側のバルコニーの座席数は 140である。また、

ステージ先端から客席への最遠距離は（ボストンの値40.5mに比べて） 36mである。高音

域での音の拡散を得るため、メインフロアと第 1バルコニーのコンクリ ート側壁には人工
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座席数 1840

0 980 
① 460 
① 400 

①

①

O
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木材（厚さ 1cm)が接着されており、このパネルの表面には人工木材の木片 (6x 7cm)が

ランダムな間隔で固定されている。また、斜めに切断した 2,000個の立方体（平均の高さ

30cm)が天井の中心部全面を覆っているが、これは音の拡散を意図してデザインされたも

のである。

r 

建築と構造の詳細

用途： オーケス トラ、室内楽、ソ ロ、 合唱、オルガン。

天井 （中央）： メタルラス下地にモルタル塗り (t=6cm)。立方体を斜めに切断した形状の、

高さ 15-30cmの鉄板製 (t=0.4cm)の音響拡散体が2,000個取り付けられている。その裏

面はモルタル (t=4cm)充填。

天井（周辺部） ：繊維強化コ ンク リー ト (t=3cm)。

側壁 ：上部の壁は繊維強化コ ンク リー ト (t=3cm)。3階の壁は天然オーク材の突板練り付

けの人工木材を コンクリ ート素面に接着。第 l、第 2バルコニーは6x7cmの人工木材で

ランダムな間隔の格子模様を作り、人工木材のパネル (t=lcm)とコンクリ ー ト素面に交

互に接着した もの。後壁は石腎ボード (t=3cm)。オルガンの背後はコンク リート素面。ス

テージの周囲は側壁と同じ格子模様であるが、 コンク リート壁から t=60-l l 2.5cmの空気

層を持つ。

客席床：コ ンク リート床の上に大きな空気層を介して木根太を組み、合板下地 (t=l.5cm)

に国産カシ材 (t=l.8cm)張り。3階のサイドバルコニーの床は、コ ンクリ ート に国産カシ

材を直張り。

ステージ床： 根太組みに実矧ぎの国産ヒノキ (t=4cm)、この仕様は試奏によって選定さ

れた。

椅子 ：背板は成型合板。背当たりはポ リウレタンフォ ームのクッション (t=6cm)に布張

り、背板の裏もポ リウレタンフォーム (t=0.6cm)。座表はポリウレタンフォームのクッショ

ン (t=4cm)、座裏と肘掛は木製。

建築設計 ：磯崎新僅息崎新ア トリエ．音響コンサルタン ト：永田音響設計．写真 ：古舘克明． 参

考文献 ：C. Ishiwata, K. Oguchi, Y. Toyota & M.Nagata,"Acoustical design of Kyoto Concert 

Hall (京都コンサートホールの音謄設計），"Proc.3rd Joint Meeting of ASA/ASJ, J. Acoust. 

Soc. Am. 100, 2706(A)(l996); 



V = 20, 000m3 ふ=886m2 

S。=237m2 幻=1, 342m2 

H = lSm W = 35.3m 

SA= l,162m2 

N = 1,840 

L=35.lm 

D = 36m VfST = 14.9m VISA= 17.2m 

V/N = I0.9m3 ふ/N= 0.632m2 Sa/N = 0.48m2 

H/W = 0.42 L/W = 0.98 ITDG = 32msec 

注 ：ST=ふ+180 m2 (付録 1のSTの定義を参照）

注 ：上記以外のデータは付録 1参照
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